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事業者

,
行

録

札

　
　
　

ゞ

名

題

とな査審
化
格
元
　
　

テ
ム
を
自
前
で
更
新
し
た
場

-

合
の
費
用
は
｢1
億
円
単
位

^

で
か
か
る｣
t(千
葉
市
財
政
【腐
熟
馨
爛
熟
講
ぎ
離
洲
憲
騨
彌

局)
。

市
役
所
内
に
サ
ー
バ

広
告
代
理
店
の
デ
ザ
イ
ン

パ

ー
を
置
く
ほ
か
、

シ
ス
テ
ム

計
画
(松
本
市
、

斎
藤
淳
一

ル
担
当
者
も
必
要
と
な
る
な
ど

社
長)
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
で

~

現
行
シ
ス
テ
ム
の
運
用
経
費

写
真
を
表
示
す
る
ペ
ッ

ト
用

は
年
間
約
4
7
0
0
万
円
か

小
型
仏
壇
｢ペ
ッ

ト
メ
モ
リ

“

か
る
。

県
の
シ
ス
テ
ム
を
共
ア
ル
デ
ジ
タ
ル
ボ
ッ

ク
ス
｣

,

同
利
用
す
れ
ば
、

更
新
費
用

=
写
真
=
を
15
日
に
発
売
す

‘

が
か
か
ら
な
い
ほ
か
、

運
用

る
。

ペ
ッ

ト
の
葬
儀
が
増
え

　

　　　
　

　　　　　　　　　　　
　　
　
　　　
　　
　

　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

デ
イ
･

イ
ン
の
運
営
会
社
と

封
を
堕
宛
す
る
。

-

10
月
に
退
店
も
蛋
爾
級
ブ

成
田
の
某
リ
デ
イ

イ
ン
｣
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
契
約
が

付
属
の
ソ
フ
ト
を
使
い
、

0

ノ

$
ミ

ソ
、

〕
当
行

年獲淺麹、、衞狛に俊鱸
杉ル暸のルメコ妙材養う
戒燃
囮覊
南
翁
風"ホ
テノ
ルバ

業蔚肘燧琺鯲斡N濃*像燃瑳

も画像
砂歓鰍、洲拗殺割
=鼾聯繋鰻札餅鰡州が捺
乾醐鬮楼舛樋絨獅℃盪フ
ェ
ア/約ホ小
･
ー

ト
I
に【

穴秀滑拷家湖面鬮聞け汐

楽
な
ど
を
設
定
す
る
。

情
報

プ
が
独
自
編
集
す
る
売
り
場
ラ
ー
な
ど
雑
貨
を
扱
う
。

2

1
月
に
名
称
変
更
成
田
空
港
利
用
者
な
ど
の
宿

を
s
D
カ
ー
ド
に
取
り
込
み′

｢ニ
ュ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
｣
を

階
で
は
ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
と
嬬

東
武
鉄
道
子
会
社
で
ホ
テ
油
需
要
を
取
り
込
む
。

"
強
に
挿
入
す
る
と
、

音
楽

設
置
す
る
。

20
5
30
代
の
女

人
靴
を
販
売
す
る
。

バ
ッ

グ
ル
運
営
の
東
武
ホ
テ
ル
マ
ネ

成
田
空
港
内
に

と
共
に
ペ
ッ

ト
の
画
像
が
次
性
向
け
の
商
品
が
中
心
で
、

の
売
り
場
は
従
来
の
2
･

6
ジ
メ
ン
ト

(東
京
.

墨
田
)

々
と
7
型
の
液
晶
画
面
に
映

従
来
の
中
高
年
主
体
の
品
ぞ
倍
、

婦
人
靴
は
6
割
拡
大
す
は
来
年
1
月
1
日
、

千
葉
県

｢
靴
下
屋
｣
開
業

大
手
不
動
産
会
社
が
マ
ン‘

シ
ョ

ン
購
入
を
検
討
す
る
人
、

向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
%･
,

て
い
る
。

三
井
不
動
産
レ
ジ
′

デ
ン
シ
ヤ
ル
は
女
性
の
マ
ン

、

三井不動産

女性向けサイ 浄新設

2 9 鬮薹圏團副副題膣鰯剛
シ
ョ

ン
購
入
を
支
援
す
る
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
。

住
友

不
動
産
は
米
ア
ッ

プ
ル
の
多

機
能
携
帯
端
末
｢I
P
a
d
‘

(
ア
イ
パ
ッ

ド
)
｣
を
活
用

し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
カ
タ
ロ
グ

の
無
料
配
信
を
始
め
た
。

低

金
利
を
背
景
に
、

購
入
に
興

味
を
持
つ
新
規
顧
客
を
呼
び

込
み
た
い
考
え
だ
。

三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ

ヤ

ル
は
新
設
し
た
サ
イ
ト

三
井
不
は
サ
イ
ト
で
女
性
に

お
勧
め
物
件
を
紹
介
(東
京

都
地
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
)

住友不動産

で
、

女
性
に
お
勧
め
の
新
築

は
個
人
情
報
の
登
録
が
必
要

マ
ン
シ
ョ

ン
の
情
報
や
マ
ン

だ
っ
た
が
、

端
末
上
で
気
軽

,

シ
ョ

ン
を
購
入
し
た
女
性
の

に
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て

縊

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
。

新
規
顧
客
の
獲
得
に
つ
な
げ

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
な
ど
資
金

る
。

｢シ
テ
ィ

タ
ワ
ー
ズ
堂

グ

犠
す
る
情
報
･
擬
す
洲
ザ
●

彰
ボ
と
な
ど
首

都
圏
を
中
心
に
器
件
の
物
件

口

な

同
社
は
2
0
0
8
年
か
ら

情
報
か
ら
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

に
.

出
に
伴
う
新
し
ぃ
需
要
の
開
ス
を
里
豚
す
る
o

･

磯W
拓
を
進
め
て
い
る
。

‘

ウ
ェ
ブ
で
登
録
し
て
会
員

劉̂

の
利
用
者
向
け
に
新
築
分
譲

場
時
に
海
外
旅
行
が
当
た
る

{砂川▲
マ
ン
シ
ョ

ン
の･カ
タ
ロ
淌グん券-
キ,ヤ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
、

マ

"
=▲

画
面
上
で
見
ら
れ
る
専
用
ア

ン
シ
ョ

ン
購
入
に
興
味
の
あ

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
配
信
を

る
新
規
顧
客
開
拓
を
進
め

始
め
た
。

カ
タ
ロ
グ
請
求
に

る
。

ファーム ドゥ

直
売
店
、

腰
A
に
欄
聾
席

関
越
道
三
芳

舵
周
辺
農
家
が
参
加

農
産
物
･

農
業
資
材
販
売

の
フ
ァ

ー
ム
ド
ゥ
(前
橋
市
、

岩
井
雅
之
社
長)
は
12
月
1

日
、

関
越
自
動
車
道
の
三
芳

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
(P
A
、

埼
玉
県
三
芳
町)
上
り
線
の

商
業
施
設
｢パ
サ
ー
ル
三
芳
｣

に
農
産
物
直
売
店
｢食
の
駅
｣

を
開
設
す
る
。

群
馬
を
中
心

に
埼
玉
や
新
潟
な
ど
関
越
道

沿
い
の
農
家
か
ら
直
接
仕
入

れ
た
農
産
物
や
加
工
品
を
扱

い
、
-
観
光
地
か
ら
東
京
へ
帰

る
観
光
客
ら
に
販
売
す
る
。

P
A
へ
の
出
店
は
初
め
て
で

今
後
、

他
の
地
域
へ
も
広
げ

た
い
考
え
だ
。

-

三
芳
P
A
は
関
越
道
の
中

で
最
も
東
京
に
近
く
、

関
越

道
や
上
信
越
自
動
車
道
か
ら

東
京
方
面
に
向
か
う
車
の
利

用
者
が
多
い
。

東
日
本
高
速

道
路
会
社
が
開
設
し
た
パ
サ

1
ル
三
芳
は
既
に
第
1
期
分

｢いい歯の日｣よくかんで
　　　　　　　　　　　　　　

三
三
三
三
三
三
三
室
三
雲
三
富
三
雲
量
三
雲
総
三
三
三
呈
露
雲
量
当
量
芸
当
雲
霞
塗
三
三
三
三
空
言
誓
言
三
空
言
三
塁
三
愛
薑
雲
量
二
言
董
三
霊
匡
三
三
三
三
三
三
三
塁
三
三
三
二
言
総
聖
霊
三
三
三
誓
言
三
亘
霊
三
屋
三
三
宣
言
三
三
三
三
三
三
雲
琵
琶
三
三
三
三
三
三
三
三
三
雲
霞
些
室
三
白
壁
二
言
董
霊
言
三
室
三
三
三
章
空
言
総
宣
言
雲
量
三
三
三
聖
霊
嚴
董
三
三
三
三
三
三
巨
毒
三
三三三綴
室
三
三
三
三
三
三
三
董
三
三
三
璽
臺
三
三
三
三
霊
三
三
三
三
三
三
三

千葉県のシステム
参加自治体 、

　

　
　
　
　
　
　
　
　

孃

寮
器
ド
ル
建
て
資
産
評
価
損

双
葉
電
子
工
業
は
2
日
、

≧

2
0
1
0
年
4
5
9
月
期
の

窯

業
績
予
想
を
下
方
修
正
し

た
。

連
結
最
終
損
益
は
従
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

均一“
麹
“
蓬ツ
祐一
七
に

元
彦
,
メモ~

億
4
0
0
0
万
円
の
赤
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
赤
字
)
と
な
る
。

海
外

　
　　　　　　　
　　　　

自
動
車
市
場
が
伸
び
悩
ん
だ

上
、

急
、激
な
円
高
･

ド
ル
安

･

に
よ
っ
て
ド
ル
建
て
資
産
に

評
価
濃質
が
生
じ
た
。

･

売
上
高
は
前
年
同
期
比
蜷

で

%
増
の
3
2
2
億
円
と
、

従

ゞ

来
予
想
を
2
%
下
回
る
。く

期

"

中
の
平
均
為
替
レ
ー
ト
は
想

彦隊 楽所 蘭

定
通
り
で
円
高
の
影
響
は
な

か
っ
た
が
、

北
米
の
自
動
車

市
場
が
伸
び
悩
み
、

自
動
車

の
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
に
使
う

蛍
光
表
示
管
の
販
売
が
予
想

ほ
ど
増
え
な
か
っ
た
。

営
業
利
益
は
予
想
を
12
%

下
回
る
施
億
円

(前
年
同
期

は
35
億
円
の
赤
字)
。

経
常

利
益
は
6
億
円

(42
億
円
の

赤
字)
で
、

予
想
を
40
%
下

回
る
。

ド
ル
建
て
資
産
の
評

価
に
使
っ

た
9
月
末
の
円
相

場
が
、

6
月
末
よ
り
も
5
円

ほ
ど
円
高
に
触
れ
た
。

金
型

子
会
社
の
シ
ン
エ
イ
ミ(群
馬

県
邑
楽
町)
の
解
散
決
定
に

伴
い
、

約
1
億
円
の
特
別
損

失
も
生
じ
た
。

適
期
の
業
績
見
通
し
も
下

方
修
正
し
た
。

連
続
売
上
高

は
従
来
予
想
よ
り
4
%
少
な

い
6
3
0
億
円

(前
期
は
5

8
4
億
円
)
、

4
億
円
の
黒

字
と
予
想
し
て
い
た
最
終

損
益
は
、

7
億
円
の
赤
字
と

な
る
(1
9
1
億
円
の
赤

字)
。

-

拗
月
‘
11
年
3
月
の
想
定

為
替
レ
ー
ト
を
1
ず
=
90
円

か
ら
80
円
に
修
正
。

こ
れ
に

よ
り
｢
円
換
算
時
の
収
入
が

目
減
り
す
る
こ
と
が
響
く
｣

(経
理
グ
ル
ー
プ)
。

千
葉
県
歯
科
医
師
会
と
弁
当

製
造
･

販
売
の
万
葉
野
(千
葉

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市)
は
6
1
8
日
、

1
食
の
そ
格
は
9
3
0
円
。

そ
ご
う
千
葉

し
ゃ
く
回
数
が
通
常
の
2
偕
の
店
や
万
葉
軒
の
売
店
な
ど
県

約
1
2
0
0
回
と
な
る
よ
う
に
内
ロ
カ
所
で
売
り
出
す
o
メ
ニ

献
立
を
工
夫
し
た
弁
当
を
販
売
ユ
ー
は
落
花
生
お
こ
わ
、

タ
コ

す
る
。

8
日
の
｢い
い
歯
の
日
｣
の
う
ま
煮
、

イ
カ
の
白
焼
き
、

県
歯
科
医
師
会
と
万
葉
軒

に
ち
な
ん
で
、
.
歯
の
健
康
や
ま
ど
。

･

く
か
む
食
事
な
ど
へ
の
関
心
を

同
医
師
会
に
よ
る
と
、

現
在

高
め
る
狙
い
だ
。

の
大
人
の
一
国
の
食
事
の
そ
し

期
間
限
定
で
販
売
す
る
の
は
や
く
回
数
は
6
0
0
回
強
。

昭

｢八
〇
二
0
(は
ち
ま
る
に
い
･
和
初
期
と
比
べ
る
と
半
分
以
下

ま
る)
御
弁
当
｣
=
写
真
。

価
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

3
0
円
。

そ
ご
う
千
葉

成
田
国
際
空
港
の
第
1
旅

万
葉
軒
の
売
店
な
ど
県

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
中
央
ビ
ル
4

カ
所
で
売
り
出
す
o
メ
二

階
に
3
日
、

靴
下
の
専
門
店

は
落
花
生
お
こ
わ
、

タ
コ

｢
靴
下
屋
｣
が
開
業
す
る
。

ま
煮
、

イ
カ
の
白
焼
き
、

適
度
な
締
め
付
け
で
む
く
み

ハ
ス
の
さ
ん
ぴ

を
抑
え
る
者
圧
靴
下
、

レ
ッ

ら
、

ヒ
レ
カ
ツ
な

グ
ウ
オ
ー
マ
ー
な
ど
、

機
内

向
け
の
商
品
を
は
じ
め
と
す

医
師
会
に
よ
る
と
、

現
在

る
4
o
o
品
目
を
販
売
。

2

人
の
一
国
の
食
事
の
そ
し

o
1
1
年
3
月
末
ま
で
の
期

回
数
は
6
0
0
回
強
。

昭

間
限
定
で
営
業
す
る
。

期
と
比
べ
る
と
半
分
以
下

運
営
は
靴
下
メ
ー
カ
ー
の

っ
て
い
る
と
い
う
。

タ
ビ
オ
(大
阪
市
)
が
手
が

け
る
。

店
舗
面
積
は
約
即
平

者
の
割
合
は
群
馬
が
6
割
、

方
崩
。

タ
イ
ツ
、

レ
ギ
ン
ス
、

埼
玉
が
2
割
、

新
潟
な
ど
他
パ
ン
ス
ト
な
ど
商
品
の
7
割

県
が
2
割
に
な
る
見
通
し
。

が
女
性
向
け
だ
が
、

海
外
出

フ
ァ

ー
ム
ド
ゥ

は
群
馬
を

張
に
出
か
け
る
旅
行
者
向
け

中
心
に
直
売
店
の
チ
ェ
ー
ン

に
、

男
性
用
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
ッ

化
を
進
め
て
お
り
、

食
の
駅
ク
ス
な
ど
も
用
意
す
る
。

営

パ
サ
ー
ル
三
芳
店
で
雑
店
目

薬
時
間
は
午
前
8
時
i
午
後

に
な
る
。

8
時
。

の
5
店
が
昨
年
12
月
に
開
業

し
て
お
り
、

1
日
に
は
フ
ァ

ー
ム
ド
ゥ

の
食
の
駅
を
含
め

て
6
店
が
開
業
す
る
。

｢
食
の
駅
パ
サ
ー
ル
三
芳

店
｣
が
入
る
の
は
、

施
設
の

出
入
り
口
に
近
い
場
所
で
、

広
さ
は
約
1
5
0
平
方
崩
.

群
馬
や
埼
玉
の
幹
線
道
路
沿

い
な
ど
に
展
開
す
る
既
存
の

食
の
駅
よ
り
は
多
少
狭
く
、

東
京
な
ど
都
市
部
で
展
開
し

て
い
る
小
型
店
舗
｢地
産
マ

ル
シ
ェ
｣
よ
り
は
広
い
ス
ペ

ー
ス
だ
。

約
2
5
0
の
生
産
者
が
つ

く
っ
た
農
産
物
、

漬
物
や
豆

腐
、

ケ
ー
キ
な
ど
加
工
品
を

扱
う
。

群
馬
県
下
仁
田
町
馬

山
地
区
で
採
れ
る
下
仁
田
ネ

ギ
や
ス
イ
r
ツ
類
な
ど
、

ほ

か
で
は
買
え
な
い
商
品
を
そ

ろ
え
る
。

価
格
は
他
社
が
手

掛
け
る
P
A
内
の
農
産
物
直

売
所
よ
り
は
安
く
、

既
存
店

舗
よ
り
は
高
め
に
設
定
す
る

方
針
だ
。

"
同
社
の
直
売
店
は
、

生
産

者
が
農
産
物
を
店
や
集
荷
場

に
持
ち
込
み
、

自
由
に
価
格

を
設
定
す
る
仕
組
み
。

同
社

が
販
売
を
担
い
、
く
販
売
額
か

ら
手
数
料
を
差
し
引
く
。

従

来
取
引
の
あ
る
生
産
者
は
主

に
群
馬
県
内
だ
っ
た
が
、

新

店
開
設
に
伴
い
三
芳
町
内
に

集
荷
場
を
設
け
ニ
ニ
芳
や
所

沢
な
ど
埼
玉
の
農
家
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

生
産

　　　　　　　　　
　　
　

･.:‐:増."、く;~“ゞ
.-.",:〆->.w…“=;“

　　
　
　
　
　
　　
　
　
　　
　　　　　　　
　
　　　　

　　　　　　　

◇
文
化
財
探
検
隊

袖
ケ
浦

市
文
化
財
め
ぐ
り

屹
月
5
日

午
前
9
時
半
、

J
R
袖
ケ
浦
駅

前
に
集
合
。

県
指
定
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
坂
戸
神

社
の
森
を
は
じ
め
、

市
指
定
史

跡
の
率
土
(そ
っ
と
)
神
社
雨

古
嬢
、

お
紬
嫁
(つ
む
ぎ
づ
か)

古
墳
な
ど
、

袖
ケ
浦
市
の
文
化

財
を
巡
る
。

小
雨
決
行
。

参
加

費
5
0
0
円
。

応
募
締
め
切
り

は
15
日
。

定
員
は
鱒
人
で
、

応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
千
葉
県
文
化
財

保
護
室
⑫
0
4
3
･

2
2
3
･

4
0
8
2

･<

　
　
　

◇
渋
沢
栄
一
と
道
徳
経
済
合

一
説

9
日
午
前
10
時
40
分
5

午
後
0
時
10
分
、

千
藥
経
済
大

学
2
号
館
2
-
2
0
1
教
室

(千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
作
草

部
駅
下
車)
で
。

明
治
期
を
代

表
す
る
実
業
家
の
÷
人
が
、

道

徳
と
利
益
追
求
の
融
合
を
目
指

し
て
唱
え
た
｢道
徳
経
済
合
一

説｣
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

講

師
は
渋
沢
史
料
館
の
井
上
潤
館

長
。

申
し
込
み
不
要
、

無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
同
大
総
合
図
薔

館
⑭
o
4
3
･

2
5
3
･

9
9

4
1　　
　
　

◇
四
街
道
市
郷
土
作
家
展

芻
i
芻
日
の
午
前
9
時
i
午
後

5
時
、

四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ

ー
(J
R
四
街
道
駅
下
車)
で
。

同
市
美
術
協
会
に
所
属
す
る
作

家
知
人
が
手
が
け
た
絵
画
、

工

芸
、

彫
刻
、

書
道
な
ど
約
1
2

0
点
を
展
示
す
る
。
入
場
無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
同
市
社
会
教
育

課
⑳
0
4
3
･

4
2
4
･

8
9

　　　　　

埼玉が好きな人

ニメの声優募集
埼玉県、観光 P R で制作

　ア

埼
玉
県
は
2
日
、

県
の
観

光
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
制

作
し
て
い
る
ア
ニ
メ
の
声
優

の
募
集
を
始
め
た
。

ア
ニ
メ

は
ヒ
ロ
イ
ン
の
サ
ク
ヤ
が
敵

か
ら
観
光
資
源
を
守
る
た

め
、

県
の
マ
ス
コ
ッ

ト
、

コ

バ
ト
ン
な
ど
と
力
を
合
わ
せ

て
｢観
光
大
戦
｣
に
参
戦
す

る
と
い
う
内
容
。

5
分
程
度

の
ア
ニ
メ
で
4
話
を
構
成
す

る
。

募
集
す
る
の
は
サ
ク
ヤ

や
轍
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
役
の

声
優
だ
。

プ
ロ
ハ
ア
マ
チ
ュ
ア
は
間

わ
な
い
。

県
は
｢県
民
に
加

え
、

埼
玉
が
好
き
な
人
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
｣
(観

光
課)
と
し
て
い
る
。

募
集

は
30
日
ま
で
。

12
月
中
旬
に
さ
い
た
ま
市

内
で
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ

ン
を
予

定
し
て
お
り
、

選
ば
れ
た
人

は
来
年
1
1
2
月
の
4
日
間

程
度
、

収
録
に
参
加
す
る
。

3
月
か
ら
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
開
す
る
。.

問
い
合

わ
せ
は
観
光
課
(⑰
o
4
8

･

8
3
0
･

3
9
5
7)
ま

で
。

成
田
空
港
内
に

｢
靴
下
屋
｣
開
業

来
年
3
月
末
ま
で
限
定

　稲背早熟
鬮圓 S A P IX 4、学部
協 力:早稲田大学、早稲田摂隣中学校

早稲田佐賀中学校、早稲田実業学校
早稲田中学校、早稲田大学高等学院

k_suzuki
長方形

k_suzuki
タイプライターテキスト
日本経済新聞 H22.11.3




